
■ 出 席 報 告 ■ 庄 瀬 委 員

【１月12日】
在籍会員 44名（内出席規定適用免除者 9名）
出席会員 35名（内出席規定適用免除者 7名）

ホームクラブ出席率 83.33％

12月８日のＭＵを含む出席率 92.68％

ロータリーとは、他人に対する思いやりと、他人のためにつくすことである。

◇ 2010年１月19日 第936回例会(第935号) ◇

本日の例会

今週の歌 「 今日も楽し 」

卓 話 「 私 の 職 業 ⑤ 」

～会員交流のためのスピーチ～

長島、成松、西上、西本、西村 各会員

次回例会のお知らせ(１月26日)

卓 話 「 私 の 職 業 」

北 村 雅 計 会 員

田 中 弘 会 員

前回〔１月12日〕例会記録

新年のご挨拶 水 谷 会長エレクト
皆様新年おめでとうございます。渡辺会長が所要

があり、私が代りでご挨拶申し上げます。
昨年12月には、関大ＲＡＣ認証状伝達式を皆様の

ご協力で盛大に終えることが出来有難うございまし
た。本年は２月には20周年式典があります。会員の
皆様にはより一層のご協力を重ねてお願い申し上げ
ます。
本年の干支の「寅」には、動き始めるという意味

があるとか、皆様今年は新しい事にチャレンジいた
しましょう。古来中国では虎は、金運の象徴とされ、
後に日本に伝わった陰陽五行説では「寅の日」には
新しい財布を使い始めると金運を呼び込むと言われ
ています。又虎は「千里いって千里を帰る」という
諺があるほど母性本能が強く、子を大切に守り育て
ることから虎のお守りを子供に持たせるとよいと言
われています。笑う門には福来るという日本の諺が

あります。明るくしている人には幸福が訪れるとい
う意味を持ちます。仏頂面の人より笑顔の人の方が
心象がよいのは言うまでもなく、それを一般的に
「徳」と言われるものです。朝顔を洗う時、鏡に向
いニコッと笑うことを毎日繰り返すようにしましょ
う。好印象を人に与えれば、人より幸が持たらされ
る。いつも笑顔で居れるようにチャレンジいたしま
しょう。

幹事報告 西 本 幹 事
◎下半期会費請求書をＢＯＸに配付しております。
早めにお願いします。（１月末迄）
◎米山奨学生終了者歓送会の案内

日時：２月７日(日) 16：30～19：00
場所：ハイアットリージェンシー大阪

３階リージェンシーボールルーム
林白 さん、長島カウンセラー、西上米山担当

よろしくお願いします。

ニコニコ箱

赤 尾 会 員 新年おめでとうございます。今年
も宜しくお願い申し上げます。

新 井 会 員 本年も宜しくお願い致します。
プログラム委員長新井性哲。

東 　 会 員 渡辺会長、西本幹事残り６ヵ月よ
ろしくお願いします。

延 　 会 員 おめでとうございます。誕生日の
可愛いフラワーありがとうございました。つい



にまさ還！残りの人生有意義に過したいと思い
ます。

芳 賀 会 員 今年もどうぞよろしく。
橋 本 会 員 明けましておめでとうございます。
本年も宜しくお願いいたします。

栢 本 会 員 明けましておめでとうございます。
木 元 会 員 新年あけましておめでとう。本年
も宜しくお願いします。

米 谷 会 員 クラブの今後益々の発展と会員皆
様の益々のご健勝を祈念して。

水 谷 会 員 新年おめでとうございます。
長 島 会 員 新年おめでとうございます。今年
もよろしくお願いします。

西 本 会 員 あけましておめでとうございます。
西 村 会 員 新年あけましておめでとうござい
ます。

大 森 会 員 皆様新年あけましておめでとうご
ざいます。本年もどうぞよろしくお願いします。

大 井 会 員 今年もよろしくお願いします。
庄 瀬 会 員 今年もよろしくお願いします。
杉 本 会 員 本年もよろしくお願いします。
田中(弘)会員 素晴らしい会に入会させて頂き感
謝しております。本年もよろしくお願いします。

飛 田 会 員 本年もよろしく。
内 田 会 員 本年もどうぞよろしく。
和 田 会 員 誕生祝いありがとうございました。
本年もよろしく。

八 橋 会 員 本年もよろしく。
本日分 131,000円
累 計 824,000円

１月お誕生日

１日 原 行 弘 会 員
２日 西 山 俊 明 会 員
３日 赤 尾 進 会 員
10日 延 秀 恵 会 員
22日 堀 田 稔 会 員
25日 飛 田 昭 男 会 員
27日 杉 本 全 司 会 員
30日 新 井 性 哲 会 員

１月ご夫人お誕生日

５日 北 山 恵 美 様
10日 東 英 子 様
19日 成 松 理 香 様
21日 米 谷 みち子 様

１月結婚記念日

15日 庄 瀬 寛 会 員
15日 西 本 健 二 会 員
21日 寺 井 正 昭 会 員

卓 話

「私の職業」（12月22日・第934回）
水 谷 善 博 会 員

私は歯科医師をしており、関大駅前で開業して42
年間、地域医療に励んでいます。
歯は自分の眼の下にあるために、直接自分では見

えず、このために手入れが難しい特徴があります。
歯の二大疾患である虫歯と歯周病は口の中を清潔

にして、虫歯菌と歯周病菌を取り除けば予防出来ま
す。このため早期発見と正しい清掃法を指導し、身
につけていただくように、生活習慣を改めていただ
くように努めています。
我が国は長寿社会を迎えており、2009年の平均寿

命は、男性79.29歳、女性86.05歳で女性は24年間、
連続世界一を続けています。この長い人生を自分の
歯で食事をして過ごせたらどんなに楽しいことでし
ょう。
歯が抜けてしまうのを防ぐには、唾液が少なくな

って来て、自然に歯の表面を洗い流せない高齢者に
とり、ひまな時に、自分の歯の周りを歯ブラシや歯
間ブラシや糸ヨウジで、何もつけずに、ＴＶでも見
ながらでよいですから、歯の清掃を続けてみて下さ
れば、効果は必ず出て歯が動揺せず、しっかりした
まま残ります。
間もなく正月がやって来ますが、お餅でのどをつ

める窒息事故が起こります。これを防ぐには、小さ
いかたまりで、よく噛んで食べるようにして下さい。
もしのどにつめたら
学童から成人の場合、腹部突き上げ法
① 背中の方から腕を後から抱えるように回す。
② 片手で握りこぶしを作り、その親指側をヘソ
より上でみぞおちの下に当てる。
③ その上にもう一方の手を握り、すばやく手前
上方に向け圧迫するように突き上げる。
を行って下さい。
乳児、幼児の場合は、
ヒザの上に下向けて、背部殴打法をこころみて
下さい。



「早春閑話」（１月12日・第935回）
米 谷 正 夫 会 員

本山に初詣して、親しく管長にお目にかかり色々
お話を伺いましたが、その中で管長は私は朝起きる
と必ず鏡の前に立って写る自分の顔をじっと眺めて
いて、険悪な相だと思ったら一生懸命その顔の筋肉
をゆるめて、柔和な表情になるように努めている、
人相は自らが作るものであると話されました。
人相は朝と晩でも変わる、自分の心の状態を恐ろ

しい程敏感に映し出すものである。鏡に写る自分と
対話してみなさい。自分の心との対決であることが
わかってきますよと話され鏡を取り出し、私はこの
鏡と30年間対決してきたが修業が未だ足らないから
先輩の高僧のような風貌には達してないのですと話
されたが、さすがに風雪に耐え抜いてきた魅力ある
顔だと感じました。
更に人と折衝したり人に注意を与えたりするとき

は先ず鏡に向かって、自分の顔の相を整えてからに
していますと話され、そして人間の顔はその人間の
精神状態、健康状態を顕微鏡でのぞくようなもので
あるとも言われた。
よく“おまえの顔にちゃんと書いてある”と言わ

れることを思い出し、そう言われてみると顔という
ものはいくら表面を繕っても本当のことが総て出て
いるわけでごまかしのきかぬものであると言うこと
がわかります。
アメリカ大統領のリンカーンは“人間40歳を過ぎ

たら自分の顔に責任を持て”と言われた。たしかに
40歳を過ぎたら職業に関係した顔が後天的に整って
くるものである。
“責任を持った顔”とは年齢の刻み込まれた顔と

言うことであって、人生の経験というものが深く刻
み込まれた、何ともいえない味のある顔、風雪に耐
え抜いてきた顔が責任のある顔と言うことである。
大宅壮一さんは男の顔は履歴書と言ったのはこの

ことを言ったのである。女の顔は請求書である又は
芸術作品であるとのことである。人間の魅力は借り
物ではない、長い風雪をかけて作り上げた努力の結
晶なのである。塗った美しさは年月とともにはげて
きますが磨き上げたものは年月と共に魅力が増すの
である。
“おごれる者は久しからず盛者心衰の理をあらわ

す”との考え方がありますが、絶対権力者が失脚す
るときは唯我独尊に陥り周りが見えなくなったとき
で、それは歴史がいやと言うほど教えているが、同
じ事が今も繰り返されているのである。
その一人は西武鉄道グループの総統堤義明氏であ

り、今一人はダイエーの中内功氏ではないかと思い
出す。二人の毛色は違うが、だが共に不本意とみら
れる引退は、オーナー経営者の陥りやすい体質によ
るものであると思う。それ故私はオーナー経営者の
悲しい“業

ゴウ

”みたいなものを感じざるを得ないので
ある。
しかしこうした類型に入らない人達もいる。例え
ばソニーの井深大氏やホンダの本田宗一郎氏である。
二人は創業者ながら権力欲はなく根っからの技術
者だった。商売は井深氏は盛田氏に本田氏は藤沢武
夫氏にまかせた。そうして引退は非常に惜しまれて
のことであった。このことは私利私欲に拘泥せず企
業が公的な存在であることを自覚するかどうかに帰
するのではないかと思う。
事業の縮小や撤退を含め“引き際の決断できる経
営者の力量が何よりも問われる時代”であるのであ
る。
中内氏の指導力及び行動力がダイエー発展の原動
力であった事は申すまでないが、バブル期に急速に
多角化を進めその負の遺産に押しつぶされたのは、
部下の苦言に耳を傾け自己を律することができなか
ったことは残念に思います。中内さんをよく知るが
ためにその感を強くします。
企業経営は煎じ詰めてみれば結局は経営者の人生
観の問題ではないでしょうか？
会社の運命は社長によって決まる。
経営とは結局組織の効果的な運用であり、組織的
な力を発揮するには、社長の統率力が問題となるの
である。企業は人なりと言うが企業は社長である会
社の運命は社長によって決まるのである。社長の器
以上にはならないのである。社長はそれほど重大な
責務を負っているのである。
社長の責務は為すべき事を成し遂げることである。
何を為すべきか、どうして成し遂げるのか、その効
果的な方法を自分自身の判断と責任において決定す
ることである。
優秀な経営者としての資格を備えている人は、
100人に１人だと土光氏は言われる、然し経営者と
して立派に成功している人は２割から３割に達する。
それらの人達は自分は経営者としての資質は十分で
ないとの自覚があるからだと言われた。
この自覚すなわち己をよく知る人である。己を知
るがために周りの人々の意見を謙虚に聞き、そして
行動も慎重になるのでみんなも納得してついてくる
し失敗も避けられるのであると土光さんは言われた。
自分をよく知る人こそ人生の成功者なのである。


